
　
庄
原
市
で
は
、平
成
18
年
度
か

ら
、現
在
の
庁
舎
の
位
置
へ
の「
庁

舎
建
設
事
業
」
を
進
め
て
お
り
、

昨
年
12
月
８
日
に
は
、プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
り
選
定
し
た
㈱

佐
藤
総
合
計
画
関
西
事
務
所
と

約
41
百
万
円
で
設
計
業
務
委
託

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
駐
車
場
を
含
め
た
庁
舎
敷
地

内
の
配
置
図
を
は
じ
め
各
フ
ロ

ア
の
平
面
図
な
ど
や
、新
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
採
用
の
方
向
性
を
ま

と
め
た
「
基
本
設
計
」
は
本
年
３

月
末
に
出
来
上
が
り
、こ
れ
を
も

と
に
「
実
施
設
計
」（
設
計
図
）
が

７
月
末
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
そ
の
後
、建
設
工
事
請
負
契
約

な
ど
の
手
続
き
を
経
て
、建
築
工

事
に
着
手
す
る
の
は
本
年
10
月
で
、

平
成
21
年
３
月
頃
に
は
新
庁
舎

が
完
成
の
予
定
で
す
。

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
は

　
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
最
も

適
し
た
創
造
力
、
技
術
力
、
経
験

な
ど
を
持
つ
設
計
者
を
選
ぶ
た
め
、

技
術
提
案
書
の
提
出
を
求
め
て

審
査
し
、最
も
優
れ
た
提
案
を
行

っ
た
者
と
契
約
を
す
る
方
式
で
す
。

　
新
庁
舎
の
設
計
者
の
審
査
は
、

外
部
委
員
４
人
を
含
む
７
人
の

審
査
委
員
会
（
委
員
長 

広
島
大

学
大
学
院
杉
本
俊
多
教
授
）が
行

い
、決
定
し
ま
し
た
。

　
庁
舎
建
設
事
業
費
は
概
算
で

39
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
の
財
源
に
は
、借
金
に
あ
た
る

合
併
特
例
債
27
・
２
億
円
、
国
県

補
助
金
4.3
億
円
、庁
舎
建
設
基
金

６
億
円
と
一
般
財
源
1.5
億
円
を

充
て
ま
す
。
な
お
、
合
併
特
例
債

27
・
２
億
円
は
、
そ
の
元
利
償
還

金
の
70
％
が
普
通
交
付
税
に
よ

っ
て
措
置
さ
れ
る
有
利
な
起
債
で
、

合
併
後
10
年
間
に
実
施
す
る
事

業
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

補
助
金
の
う
ち
県
の
合
併
推
進

交
付
金
2.3
億
円
も
、合
併
後
５
年

以
内
の
平
成
21
年
度
ま
で
の
事

業
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
県
補
助
金
や
起
債
発
行
に

は
年
限
が
あ
り
、こ
の
時
期
を
逸

す
る
と
庁
舎
建
設
事
業
は
不
可

能
と
な
る
た
め
、計
画
的
な
事
業

の
推
進
に
努
め
て
い
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、現
在
の
試
算
で
は
市
の

一
般
財
源
は
、
起
債
の
元
金
、
利

子
に
係
る
平
成
33
年
度
ま
で
の

償
還
金
9.7
億
円（
償
環
期
間
の
15

年
間
平
均
で
年
間
約
６
、４
０
０

万
円
）
を
含
め
て
11
・
２
億
円
と

な
り
、財
政
計
画
の
中
に
計
上
し

て
い
ま
す
。

　「
県
の
合
同
庁
舎
を
利
用
し
て

は
ど
う
か
」と
の
ご
意
見
も
あ
り

ま
す
が
、現
在
の
県
の
計
画
で
は
、

今
後
、少
な
く
と
も
平
成
21
年
度

ま
で
は
、県
の
地
域
事
務
所
の
統

合
が
実
施
さ
れ
た
場
合
で
も
備

北
地
域
事
務
所
お
よ
び
本
局
相

当
の
事
業
支
局
は
残
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
地
、
山
林
面
積
を
は
じ
め
、

農
家
戸
数
、家
畜
数
、農
業
産
出
額
、

さ
ら
に
は
現
行
の
組
織
、人
員
体

制
に
お
い
て
も
三
次
管
内
よ
り

庄
原
管
内
が
上
回
る
状
況
に
あ
り
、

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林

業
振
興
と
地
域
活
性
化
の
上
か

ら
も
、農
林
局
機
能
の
庄
原
移
転

を
含
む
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
仮
に
県
の
合
同
庁
舎
を
活
用

す
る
と
し
て
も
、県
財
産
の
購
入

費
用
や
購
入
後
の
改
修
、耐
震
補

強
、ア
ク
セ
ス
道
路
や
駐
車
場
の

確
保
、現
本
庁
舎
の
跡
地
利
用
な

ど
多
額
の
経
費
を
要
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、現
在
地
で
の
建
設

を
選
択
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　　
今
後
、
基
本
設
計
の
段
階
で
、

設
計
プ
ラ
ン
を
提
示
し
な
が
ら

庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
や
市
議

会
さ
ら
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
参
考
に
、庁
舎
建
設
を

進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
大
規
模
な
事
業
で
す
が
、事
業

費
を
可
能
な
限
り
縮
減
し
、限
ら

れ
た
期
間
内
に
事
業
を
行
う
た
め
、

引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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庁舎建設事業

新
庁
舎
の
基
本
設
計
に
着
手

事
業
の
財
源
は

県
の
庄
原
合
同
庁
舎
の

利
用
は

設
計
案
を
公
表
し
ま
す

本庁舎本館

庄原市板橋町の田園風景

「新たな農業経営所得安定対策」
農業政策が大きく変わろうとしています!

農林振興課振興係　鈎0824―73―1132

総
務
課
行
政
係
　
鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
２
３

国
に
お
い
て
は
…
…

　国は平成17年10月、「経営所得安定対策等大綱」を決定しました。これまで
全農家一律に行われてきた品目ごとの価格対策は、平成19年度から「担い手」
を対象とした農業経営対策へと変わります。
　「価格政策」から「所得政策」へ、「すべての農業者」から「特定の担い手」へ。
農業政策が大きく変わろうとしています。

平成19年度から

　
農
業
従
事
者
の
減
少
・
高
齢
化
、耕
作

放
棄
地
の
増
大
な
ど
、我
が
国
の
農
業
・

農
村
が
危
機
的
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
Ｗ
Ｔ
Ｏ（
世
界
貿
易
機
関
）に
お
け
る

農
業
交
渉
に
よ
り
、国
際
間
の
市
場
原
理

競
争
に
生
き
残
れ
る
農
業
生
産
者
の
確

保
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、こ
れ
ま
で
の

農
業
農
村
総
合
政
策
か
ら
産
業
政
策
と

地
域
振
興
政
策
に
区
分
し
、「
特
定
の
担

い
手
」を
中
心
と
し
た
農
業
経
営
の
安
定

と
農
業
の
持
続
的
発
展
を
図
る
た
め
、地

域
農
業
の
再
編
、農
業
構
造
改
革
を
加
速

化
す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、平
成
19
年
度
か
ら「
新
た

な
農
業
経
営
所
得
安
定
対
策
」が
、次
の

３
つ
の
対
策
を
柱
と
し
て
導
入
さ
れ
ま
す
。

●
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

●
米
政
策
改
革
推
進
対
策

●
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

　
こ
の「
特
定
の
担
い
手
」と
は
、①
認

定
農
業
者
お
よ
び
②
農
業
生
産
法
人

な
ど
の
集
落
営
農
組
織
で
す
。営
農
集

団
組
合
な
ど
の
集
落
営
農
組
織
は
、５

年
以
内
に
農
業
生
産
法
人
と
す
る
な

ど
の
一
定
の
要
件
が
有
り
ま
す
。

�
庄
原
市
�
�
平
成
17
年
�
月
�

合
併
�
同
時
�
�
旧
庄
原
市
�
庁

舎
�
新
市
�
庁
舎
�
�
�
定
�

�
�
�
�
�
�
�
旧
庄
原
市
�
�

�
�
�
�
�
人
�
人
口
�
�
�
�

�
�
�
人
�
�
�
�
本
庁
�
職
員

数
�
100
人
増
加
�
�
平
成
18
年
�

月
現
在
�
292
人
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
執
務
�
�
�
�
�
確

保
�
�
必
要
�
�
�
�
本
庁
舎
�

中
心
�
備
北
地
域
事
務
所
分
庁
舎
�

旧
土
改
連
�
�
�
旧
�
�
�
屋
証

券
�
�
�
借
�
上
�
�
�
�
�
現

在
�
�
本
庁
舎
機
能
�
10
�
所

�
分
散
�
�
�
�
�
市
民
�
皆
�

�
�
大
変
�
不
便
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
非
効
率
�
事
務
執

行
�
強
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�

庁
舎
本
館
�
昭
和
32
年
�
建
築

�
�
�
�
�
�
本
館
�
東
側
�
別

館
�
号
�
号
�
号
�
�
昭
和
45
年

�
広
島
県
�
�
譲
�
受
�
�
木

造
建
物
�
�
�
�
�
�
老
朽
建
物

�
�
�
�
�
万
一
�
場
合
�
防

災
拠
点
�
�
�
�
課
題
�
�
�

�
�
�
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広
島
県
に
お
い
て
は
…
…

庄
原
市
に
お
い
て
は
…
…

地
域
で
の
話
し
合
い
を
…
…

品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
と
は

米
政
策
改
革

推
進
対
策
と
は

農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
と
は

農
業
政
策
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
今
、

集
落
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
地
域
の
こ
と
、

農
業
の
こ
と
を
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　「
特
定
の
担
い
手
」を
対
象
に
、農
業
経

営
を
安
定
維
持
す
る
た
め
の
所
得
対
策

と
し
て
、次
の
２
つ
の
対
策
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

①
諸
外
国
と
の
生
産
条
件
格
差
か
ら
生

じ
る
不
利
を
補
正（
対
象
品
目
…
麦
・
大

豆
）

　
過
去
３
年
間
の
麦
・
大
豆
の
販
売
実
績

お
よ
び
毎
年
の
販
売
量･

品
質
に
基
づ
き

交
付
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

②
収
入
減
少
の
影
響
を
緩
和（
対
象
品
目

…
米
・
麦
・
大
豆
）

　
米
・
麦
・
大
豆
ご
と
の
当
該
年
収
と
基

準
期
間
の
平
均
収
入
の
差
額
を
合
算･

相

殺
し
、減
収
額
の
９
割
に
つ
い
て
、積
立

金
の
範
囲
で
補
て
ん
金
を
支
給
す
る
も

の
で
す
。な
お
、積
立
金
拠
出
割
合
は
、「
特

定
の
担
い
手
」が
１
、国
が
３
で
す
。

　
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
導
入

に
伴
い
、従
来
の
米
価
下
落
対
策
、産
地

づ
く
り
対
策
を
見
直
し
、併
せ
て
、平
成

19
年
産
米
か
ら
の
農
業
者
、農
業
者
団
体

が
主
体
的
に
需
給
調
整
を
行
う
シ
ス
テ

ム
へ
移
行
し
ま
す
。

①
従
来
の
米
価
下
落
対
策
・
産
地
づ
く
り

対
策
の
見
直
し

　
従
来
の
米
価
下
落
対
策
の
稲
作
所
得

基
盤
確
保
対
策
お
よ
び
担
い
手
経
営
安

定
対
策
は
廃
止
さ
れ
、品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
の
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策

に
含
ま
れ
ま
す
。

　「
産
地
づ
く
り
交
付
金
」は
、平
成
18
年

度
ま
で
と
同
様
に
生
産
調
整
実
施
者
を

対
象
者
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
が
、農
地

の
効
率
的
な
集
積
、各
地
域
の
特
色
を
活

か
し
た
転
作
作
物
の
振
興
お
よ
び
特
別

栽
培
米
な
ど
へ
の
加
算
な
ど
、地
域
の
望

ま
し
い
水
田
農
業
を
目
指
し
た
交
付
金

の
活
用
に
内
容
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、こ
の
交
付
金
は
平
成
21
年
度
ま

で
の
経
過
措
置
で
あ
り
、３
年
の
間
に
地

域
農
業
の
振
興
方
策
お
よ
び「
担
い
手
」

を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

②
農
業
者
・
農
業
者
団
体
が
主
体
的
に
需

給
調
整
を
行
う
シ
ス
テ
ム
へ
移
行

　
米
の
生
産
可
能
数
量（
生
産
調
整
）の

配
分
は
、平
成
19
年
産
米
か
ら
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。平
成
18
年
産
米
ま
で
は
、国

か
ら
の
配
分
決
定
数
量
を
受
け
て
地
域

水
田
農
業
推
進
協
議
会
で
配
分
率
が
決

め
ら
れ
、そ
れ
に
基
づ
き
庄
原
市
が
各
農

業
者
の
目
標
数
量
・
目
標
面
積
を
決
定
し
、

農
業
者
の
皆
さ
ん
に
通
知
し
、お
願
い
し

て
い
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
産
米
か
ら
は
、①
Ｊ
Ａ
庄
原

な
ど
の
生
産
調
整
方
針
作
成
者
が
方
針

に
参
加
す
る
農
業
者
へ
の
配
分
を
決
め

通
知
す
る
、ま
た
は
②
方
針
に
参
加
し
な

い
農
業
者
へ
は
、地
域
協
議
会
か
ら
情
報

を
提
供
し
、協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。（
図
１
）

　
集
落
で
は
、高
齢
化
や
混
住
化
が
進
み
、

農
地
や
農
業
用
施
設
な
ど
を
守
る「
地
域

の
ま
と
ま
り
」が
弱
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
対
策
は
、農
業
を
行
う
た
め
に
必

要
不
可
欠
な
農
地
・
水
・
環
境
を
将
来
に

わ
た
り
良
好
な
状
態
で
保
全
し
、質
的
向

上
を
図
る
た
め
の
活
動
を
支
援
す
る
制

度
で
す
。農
業
者
だ
け
で
な
く
、地
域
ぐ

る
み
で
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
共
同
活
動（
資
源
保
全
）と
営
農
活
動
へ

の
支
援
が
あ
り
ま
す
が
、広
島
県
で
は
集

落
法
人
が
対
象
区
域
の
過
半
数
を
占
め

る
範
囲
で
経
営
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

条
件
と
な
り
ま
す
。

　
「
広
島
県
新
農
林
水
産
業･

農
山
漁
村

活
性
化
行
動
計
画
」（
平
成
18
年
３
月
策

定
）で
、産
業
と
し
て
自
立
で
き
る
農
林

水
産
業
の
確
立
を
図
る
た
め
に
、こ
れ
か

ら
は「
担
い
手
」が
中
心
と
な
っ
た
農
業

構
造
の
改
革
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、県
費
を
導
入
す
る
農

業
支
援
施
策
の
対
象
地
域
は
、「
担
い
手
」

が
中
心
と
な
っ
た
農
業
生
産
活
動
が
永

続
的
か
つ
積
極
的
に
実
施
さ
れ
る
地
域

と
し
て
い
き
ま
す
。

■
県
費
を
導
入
す
る
農
業
支
援
施
策
事

業
の
例

◎
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

◎
小
規
模
農
業
基
盤
整
備
事
業

　
庄
原
市
は
、こ
れ
ら
の
一
連
の
農
政
改

革
の
中
に
あ
っ
て
は
、国
・
県
の
個
別
施

策
を
主
体
的
に
活
用
し
、集
落
農
場
型
農

業
生
産
法
人
を
は
じ
め
と
し
た
集
落
実

態
に
応
じ
た
地
域
営
農
組
織
づ
く
り
を

積
極
的
に
行
い
ま
す
。併
せ
て
、中
山
間

地
域
の
特
性
に
沿
っ
た
、庄
原
市
の
地
域

水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し
、そ
の
方

針
に
基
づ
く
地
域
の
作
物
販
売
戦
略
、水

田
の
効
率
的
な
利
活
用
お
よ
び
担
い
手

の
確
保･

育
成
な
ど
に
つ
い
て
実
践
的
施

策
を
展
開
し
ま
す
。

　
水
田
を
活
用
し
た
こ
の
地
域
の
作
物

振
興
戦
略
の
第
一
は
、売
れ
る
米
づ
く
り

の
生
産
推
進
で
す
。市
内
で
は
唯
一
の
生

産
調
整
方
針
作
成
者
で
あ
る
Ｊ
Ａ
庄
原

を
中
心
に
し
て
、需
要
動
向
に
応
じ
可
能

な
限
り
水
稲
の
作
付
け
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
ま
す
。

　
次
に
、米
以
外
の
土
地
利
用
型
重
点
作

物
と
し
て
は
、耕
畜
連
携
に
よ
る
飼
料
作

物（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
青
刈
り
稲
、飼
料
稲
を
含
む
）

の
効
果
的
な
生
産
振
興
お
よ
び
そ
ば･

大

豆
を
振
興
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、高
収
益
振
興
作
物
と
し
て
定

着
し
て
い
る
ほ
う
れ
ん
そ
う
、ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
作
付
け
拡
大
お
よ
び
新
た
な
園

芸
作
物
の
作
付
け
に
対
し
て
は
、特
別
振

興
作
物
と
位
置
付
け
て
支
援
し
ま
す
。水

田
の
効
率
的
な
利
活
用
お
よ
び
担
い
手

の
育
成･

確
保
の
対
策
は
、各
集
落
実
態
に

応
じ
た
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
振
興
課
振
興
係

　
鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
３
２

西
城
支
所
　
地
域
振
興
課

　
鈎
０
８
２
４
―
８
２
―
２
１
８
１

東
城
支
所
　
地
域
振
興
課

　
鈎
０
８
４
７
７
―
２
―
５
２
１
１

口
和
支
所
　
地
域
振
興
課

　
鈎
０
８
２
４
―
８
７
―
２
１
１
１

高
野
支
所
　
地
域
振
興
課

　
鈎
０
８
２
４
―
８
６
―
２
１
１
１

比
和
支
所
　
地
域
振
興
課

　
鈎
０
８
２
４
―
８
５
―
３
０
０
０

総
領
支
所
　
地
域
振
興
課

　
鈎
０
８
２
４
―
８
８
―
３
０
６
０

　
地
域
の
過
疎
化
、農
業
従
事
者
の
高

齢
化
が
急
速
に
進
展
し
て
い
る
状
況

に
お
い
て
、農
家
そ
れ
ぞ
れ
が
後
継
者

を
確
保
す
る
こ
と
は
現
実
的
に
は
不

可
能
な
状
況
で
す
。併
せ
て
、米
を
始

め
と
し
た
土
地
利
用
型
作
物
の
価
格

低
迷
の
な
か
所
得
を
上
げ
る
の
が
厳

し
い
の
も
現
実
で
す
。

　
し
か
し
、農
家
所
得
の
一
層
の
向
上

を
図
る
取
り
組
み
を
進
め
な
が
ら
、住

み
慣
れ
た
集
落
・
地
域
の
水
田
、生
活

環
境
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、市
で
は
、県
・
Ｊ
Ａ
庄
原

を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、新

し
い
制
度
の
説
明
会
の
実
施
や
、各
集

落
の
実
態
に
応
じ
た
法
人
化
へ
の
取

り
組
み
を
始
め
と
し
た「
担
い
手
」づ

く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、国
、県
な
ど
の
支
援
事
業
を

活
用
す
る
と
と
も
に
、庄
原
市
独
自
の

農
業
自
立
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

と
し
て
、「
安
全
・
安
心
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
た
耕
畜
連
携
に
よ
る
土
づ
く
り

推
進
」、「
庄
原
市
独
自
の
営
農
指
導
員

（
嘱
託
員
）の
設
置
に
よ
る
営
農
指
導

力
の
強
化
」な
ど
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

　
農
業
政
策
・
制
度
は
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。制
度
の
内
容
や
課
題
の
掘
り
起

こ
し
、今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

地
域
や
集
落
で
話
し
合
い
の
場
を
設
け
、

将
来
に
向
け
安
定
し
た
農
業
経
営
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

18年産米まで 19年産米から

全農業者へ
生産調整
方針に参加

しない農業者へ

生産調整方針に
参加する農業者へ

図1

通知 通知働き
かけ

市で決定
協議会から
情報提供

ＪＡ等方針
作成者で決定

協議会で決定

国から配分 国から情報提供

協議会で決定

配　分

配分率

生 産 目 標
数量の決定

●新たな農業経営所得安定対策について
●集落農場型農業生産法人について
●担い手について　など

■申し込み・問い合わせ　情報推進課広報統計係
　鈎0824-73-1159　Fax：0824-72-3322

地域での話し合いの場に
「出前トーク」を利用してください。

①②

　
こ
の「
担
い
手
」と
は

①
法
人
経
営
体
…
集
落
法
人
、農
業

外
企
業
、そ
の
他
の
農
業
法
人

②
企
業
的
個
別
経
営
体
…
農
業
所
得

５
０
０
万
円
以
上
の
個
別
経
営
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